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　２月16日、子育て広場で読み聞かせが行われま
した。
　講師は、図書情報館等で活動している平島則子さ
ん。絵本や紙芝居を使った読み聞かせの他、作品と
作品の間に、歌を歌いながら遊戯を取り入れるなど、
小さいお子さんが飽きてしまわないように工夫され
たプログラムになっています。
　平島さんの朗読に、子ども達はもちろん、お母

さ ん 達 も 物
語 の 世 界 に
引き込まれ、
楽 し い ひ と
時 を 過 ご し
ました。
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　平成22年度茨城県下水道促進週間コンクールの
絵画・ポスター部門に応募した美和小学校２年生大
瀧唯斗くんの作品が、知事賞入選となり、２月21
日県庁の講堂で表彰式が行われました。このコンク
ールは平成22年９月10
日の下水道の日と茨城県
下水道促進週間にちなみ
行われたものです。
　大瀧くんの作品は、県
を通じて全国の小中学生
を対象にした｢下水道い
ろいろコンクール｣に出
品されます。

物語の世界へ 下水道促進週間コンクールで知事賞入選

※平成22年国勢調査の速報値が公表されましたので、３月１日からは、その数値を基に再集計しています。
　男女別の人口については、今年10月に確定値として公表される予定です。

常陸大宮市の人口（３月１日現在・推計常住者） 　総人口44,882人　世帯数16,063世帯

　平成23年３月11日に発生した「東北地方太平洋沖
地震」により被害を受けられた皆様に心からお見舞
い申し上げます。

　このたびの震災の影響により、広報常陸大宮３月
号の発行が遅れましたことをお詫びいたします。

　

こ
の
た
び
の
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
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震
」
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た

皆
様
に
、
心
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ら
お
見
舞
い
申
し
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げ

ま
す
。

　

今
回
の
震
災
は
、
わ
が
国
の
観
測
史

上
最
大
と
な
る
地
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で
、
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北
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ら
関

東
ま
で
広
範
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。

　

本
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々
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。

　

本
市
に
お
け
る
人
的
な
被
害
は
現
在

ま
で
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
多
く

の
建
物
に
被
害
が
発
生
し
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
倒
壊
や
屋
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瓦
の
落
下
な
ど
も
市

内
広
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囲
に
及
ん
で
い
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。
ま
た
、

公
共
施
設
に
お
い
て
も
被
害
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
が
、
市
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の
皆
さ
ま
が
一
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も
早
く
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し
て
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全
な
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で

き
る
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を
取
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せ
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げ
て
復
旧
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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